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カーボンニュートラルに向けた水質浄化法！ 辻 盛生 

総合政策学部  
●「人工湿地」と「活性汚泥法」の比較 
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ブロワ 

（ 消費電力大）  

「水処理技術の基本と仕組み」より 

重力による水の動きで酸素供給 

電力により 

ブロワで酸素供給 

●人工湿地の実力 
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消費電力1/20以下！ 



●「人工湿地」の高効率化に成功！ 

間欠鉛直流式人工湿地（VF） 浸透水平流式人工湿地（HF） 

↑浸透水平流式人工湿地 

→流入水(右)BOD濃度30～40mg/L、

処理水(左)BOD濃度10～15mg/L。 

一定の効果はあるが、効率は低い。 

しかし、嫌気的な条件を作ることから、

VF湿地と組み合わせ、脱窒が可能に。 
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重力による水の動きで酸素供給 

水中の酸素に依存 

→流入水(右)BOD濃度30～50mg/L、

処理水(左)BOD濃度1～3mg/L。 

効果的に有機物除去が可能。 

↑間欠鉛直流式人工湿地 
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全態窒素負荷量と除去量の関係 BOD負荷量と除去量の関係 

↑BOD（有機物）除去能力の比較。浸透水平流でも一定の効果は見られる

が、間欠鉛直流式では99％近い除去効率を示した。 

↑全窒素は、浸透水平流では除去されない。アンモニアを硝酸に酸化する

硝化に十分な酸化能力を持たない。間欠鉛直流では好気的な条件で硝化が

進むと共に、脱窒まで至ったことを示す。 
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総合政策学部  
大気中の酸素を酸化処理に活用可能に！ 
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●まとめ 

●高濃度有機性排水バイオガス消化液の処理 

原図：東北農業研究センター 加藤氏 

●凝集処理＋伏流式人工湿地によるバイオガス消化液処理の試行 
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VF:間欠鉛直流 

HF:浸透水平流 

高分子凝集処理施設 

ハイブリッド伏流式人工湿地の効果 


